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＜高校におけるドイツ語教育＞

「ドイツ語教育の現状と課題」（日本独文学会ドイツ語教育部会／ドイツ語教育に関する調査研究委員会 平成9年度～１０年度科学研究費補助金  調査報告）より

ドイツ語を設置している学校

　　　　1999年3月現在、全国で約 130校 （高校全体の約5500校のうち２％）

  　　　文部省の1997年7月の資料：91校 

       　　　　（ちなみに中国語303校、フランス語191校、韓国・朝鮮語103校）

ドイツ語教育をはじめた理由・目的

1 国際化、国際交流への対応の一環として

2 外国語学習の重視

3 創立者の理念

4 生徒の要望

5 帰国子女の入学

6 特色をだすため

ドイツ語の履修方法

1 必修科目

2 必修選択科目

3 自由選択科目

英語・ドイツ語以外の開講外国語

1 フランス語

2 中国語

3 ロシア語

4 韓国朝鮮語

5 スペイン語

6 その他

ドイツ語授業の現状

1 毎年開講

2 条件付き開講

3 休止

4 廃止

生徒の履修の動機

①   　　ドイツ語・ドイツ語圏に関心があるから

②      必修科目だから

③      親あるいは教師にすすめられて

4 ドイツ語で大学を受験したいから

5 他の外国語が嫌いだから

6 以前、滞在していたことがあるから

高校でドイツ語を学習する意義や目的としてもっとも重要と思われるもの

1 将来、社会に出た時に役立つ

2 教養を高め、人間的視野を広げる

3 国際交流のための社会的要望にこたえる

4 日本や日本人について考える視点を学ぶ

5 言語一般に対するセンスを高める

6 実践的な語学力をつける

7 異文化を理解する能力を養成する

高校におけるドイツ語教育の問題点

1 教科書や教材が不適切

2 教員養成

3 ドイツ語教授法に関する情報

4 中学、大学との連携

5 教員研修の機会

6 カリキュラム（時間、単位数など）

7 教員間の共通理解、無理解

8 学生数やクラスサイズ

9 施設、設備、機器

10 大学入試

ドイツ語教育に肯定的な意見

1 高校受験の時、英語以外の外国語を履修できることを選択の条件とする者もいる

2 英語以外ではじめてならう外国語なので、興味を持って意欲的に取り組んでいる

3 選択者のうち、卒業後大学でドイツ語を専攻する者が増えている

4 帰国子女は喜んでいる

ドイツ語教育に不安や問題を指摘する意見

1 受験に対する不安

2 他の科目の教員の理解が得難い

3 履修者数が年によって大きく変動する

教材について

1 高校生向きの教材がない。

2 教科書の値段が高すぎる

ドイツ語教育の目的と効果について

1 異文化理解と生徒に国際的な視野を持たせる

2 英語偏重主義に一石を投じる

3 ドイツ語、ドイツ語圏の国々への関心

4 ドイツ語受験の可能な大学の増加がのぞまれる

5 他の科目との連携により、相乗効果が期待される

提言

1 英語以外の外国語を学ぶ意義を浸透させる

2 授業の指針の設定

3 ドイツ語既習者の受入れ態勢

4 教員の身分の保証

